
 (単位 ： 円）

当　年　度 前　年　度 増　　減

 Ⅰ　　資産の部

 １．　流動資産

現金預金 23,419,283 22,076,627 1,342,656

未収金 8,951,208 9,890,075 △ 938,867

流動資産合計 32,370,491 31,966,702 403,789

 ２．　固定資産

(1）　基本財産

普通預金 30,530,000 30,530,000 -                       

投資有価証券 13,636,118,000 13,421,401,500 214,716,500

基本財産合計 13,666,648,000 13,451,931,500 214,716,500

(2）　特定資産

役員退職慰労引当資産 3,120,000 2,645,000 475,000

助成基金 480,260,000 485,779,000 △ 5,519,000

運営基金 592,140,000 539,832,000 52,308,000

特定資産合計 1,075,520,000 1,028,256,000 47,264,000

(3）　その他固定資産

保証金 1,080,000 1,080,000 -                       

その他固定資産合計 1,080,000 1,080,000 -                       

固定資産合計 14,743,248,000 14,481,267,500 261,980,500

資産合計 14,775,618,491 14,513,234,202 262,384,289

 Ⅱ　　負債の部

 １．　流動負債

未払金 1,460,563 1,847,874 △ 387,311

預り金 2,060,730 6,000 2,054,730

流動負債合計 3,521,293 1,853,874 1,667,419

 ２．　固定負債

役員退職慰労引当金　　 3,120,000 2,645,000 475,000

固定負債合計 3,120,000 2,645,000 475,000

負債合計 6,641,293 4,498,874 2,142,419

 Ⅲ　　正味財産の部

 １．　指定正味財産

寄附金 828,690,000 822,640,000 6,050,000

受贈投資有価証券 12,837,958,000 12,629,291,500 208,666,500

指定正味財産合計 13,666,648,000 13,451,931,500 214,716,500

（うち基本財産への充当額）   ( 13,666,648,000 )   ( 13,451,931,500 )   ( 214,716,500 )

 ２．　一般正味財産 1,102,329,198 1,056,803,828 45,525,370

（うち特定資産への充当額）   ( 1,072,400,000 )   ( 1,025,611,000 )   ( 46,789,000 )

正味財産合計 14,768,977,198 14,508,735,328 260,241,870

負債及び正味財産合計 14,775,618,491 14,513,234,202 262,384,289

科　　　　　　　　　　目

 貸 借 対 照 表 
平成３０年３月３１日現在



監査人を設置する公益社団・財団法人以外の公益法人であり、前事業年度及び当事業年度共に大規模

助成基金

助成基金

財務諸表に対する注記

(3,120,000)合      計 14,742,168,000 (13,666,648,000) (1,072,400,000)

-               
小      計 1,075,520,000 -               (1,072,400,000) (3,120,000)

役員退職慰労引当資産

運営基金

3,120,000 -               -               (3,120,000)

592,140,000 -               (592,140,000)

 特定資産
-               

30,530,000 (30,530,000) -               

小      計 13,666,648,000 (13,666,648,000) -               

普通預金
-               
-               

14,742,168,000

３.基本財産及び特定資産の財源等の内訳

投資有価証券 13,636,118,000 (13,636,118,000) -               

 基本財産

(単位：円)

科　　　  目 当期末残高 (うち指定正味財
産からの充当額)

(うち一般正味財
産からの充当額)

(うち負債に
　対応する額)

180,000 3,120,000

1,075,520,000

　基本財産及び特定資産の財源等の内訳は、次のとおりであります。

合      計 14,480,187,500 482,673,500 220,693,000
小      計 1,028,256,000

210,769,000 592,140,000
264,072,000 216,808,000

役員退職慰労引当資産

運営基金

2,645,000 655,000

539,832,000 263,077,000
485,779,000 340,000

13,666,648,000
 特定資産

小      計 13,451,931,500 218,601,500 3,885,000
3,885,000 13,636,118,000

30,530,000 -               -               30,530,000
投資有価証券
普通預金

13,421,401,500 218,601,500

(2)  引当金の計上基準

当期減少額 当期末残高
 基本財産

科　　　  目 前期末残高

１.重要な会計方針

　　　決算日の市場価格等に基づく時価法（評価差額は正味財産増減額として処理し、売却原価は移動
(1)  有価証券の評価基準及び評価方法

　　平均法によっております。）

｢公益法人会計基準の運用指針について」（平成２０年４月１１日内閣府公益認定等委員会）に

当期増加額

基づき、公益社団法人及び公益財団法人の認定等に関する法律第５条第１２号の規定により会計

公益法人に該当しませんので、当事業年度はキャッシュ・フロー計算書を作成しておりません。

　基本財産及び特定資産の増減額及びその残高は、次のとおりであります。
(単位：円)

　　　給額を計上しております。
　　　役員退職慰労金の支出に備え、役員及び評議員の報酬並びに費用に関する規程に基づく期末要支
　 　 役員退職慰労引当金

480,260,000 -               (480,260,000) -               

(3)  消費税等の会計処理
　　　消費税等の会計処理は、税込み方式によっております。

5,859,000 480,260,000

２.基本財産及び特定資産の増減額及びその残高



(2)  金融商品の内容及びそのリスク

　　　① 財産運用管理規程に基づく取引
        金融商品の取引は、当法人の財産運用管理規程に基づき行う。

　　　② 信用リスクの管理

5．金融商品に関する注記

(1)  金融商品に対する取組方針
　　　当法人は、法人運営の財源の大部分を運用益によって賄うため、預金、債券および株式により資
    産運用する。

        報告する。
　　　③ 市場リスクの管理
        株式については、時価を定期的に把握し、理事会に報告する。

　 　 投資有価証券は、債券および株式であり、発行体の信用リスク、市場リスク（金利の変動リスク、
　　　為替の変動リスク及び市場価格の変動リスク）にさらされている。
(3)  金融商品のリスクに係る管理体制

        債券については、発行体の信用情報や時価の状況を定期的に把握し、必要に応じて理事会に

404,446,349合      計
　保有株式配当金の振替額 377,587,000

 経常収益への振替額
　債券利金等の振替額 26,859,349

４.指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳
　指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳は、次のとおりであります。

(単位：円)
内        容 金    額



(単位：円)

目的使用 その他
役員退職慰労
引当金 2,645,000 655,000 180,000 -           3,120,000

　 

当期増加額
当期減少額

及びその残高」に記載しているため、記載を省略しております。

１.基本財産及び特定資産の明細

２.引当金の明細

附 属 明 細 書

期末残高

　基本財産及び特定資産の明細について、財務諸表の注記２．「基本財産及び特定資産の増減額

科目 期首残高


